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マオリ語1の前置詞 i と ki 
前置詞としての用法と目的語の指標としての用法 
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0. はじめに 
 マオリ語の前置詞には a, o, e, hei, i, kei, ki, ko, mā, me, mō, nā, nō, があり、それらはいろ
いろな意味を持っている。その中でも i と ki は頻度が高く、意味や用法がよく似ている
が、先行研究においてこの i と ki の使い分けに関する記述が異なっている。本稿では、i
と ki のそれぞれの前置詞としての役割と、他動詞文で目的語の前に置かれる場合での i
と ki の使い分けについて考察する。 
 
1. 先行研究 
1.1. 前置詞としての役割 
1.1.1. Bauer(1997) 
 Bauer(1997:175-179)によると、i の用法は 3 つのグループに分けることができ、それらは
①場所、②比較、そして③目的語のマーカーである（目的語のマーカーについては 1.2.を
参照)。 
 ki は i と同様に色々な意味を持ち、主に①目的(地)、②同等、③道具、④目的語のマーカ
ー(やはり 1.2.で後述)の 4 つのグループに分けられる。 
 ki は場所も示すが、その場所というのは運動を通して到達する場所である。このことか
ら ki は運動の前置詞と呼ばれることがある。ここでの運動は、身体的なものだけでなく精
神的なものも含む。また、マオリ語には自動詞と他動詞にはっきりした区別がないため、
この目的を表す ki と目的語のマーカーとしての ki の境界線もはっきりしない。 
1.1.2. Harawira(1994) 
 Harawira(1994:33-35)では、i を①場所、②出所・起源、③理由、④同伴、⑤所有、⑥比
較、⑦動作主、⑧過去、の 8 つの用法に、ki を①場所、②方向、③手段、④対抗、⑤～に
よると、の 5 つの用法にまとめている。 
i は前置詞の他に過去の時制を表す助動詞の役割もする。しかし、Harawira(1994)では⑩
のように前置詞の１つとしてまとめられている。本稿では、過去の時制を表す i のグロス
は Bauer(1997)に倣って TAM(tense/aspect/mood marker)を使うことにした。    
                                                        
1 マオリ語はニュージーランド共和国の、主として北島(North Island)に分布する、オーストロネシア語族、東部ポリ
ネシア諸語に属し、そのもっとも有力な言語である。マオリ語人口として一般に引用されるのは、10 万人程度の数
字である。そのほとんどが北島の北部、ことにオークランド(Auckland)周辺に居住している。マオリ語の語順は
VSO、形態法は接辞(affixation)・内部屈折(internal inflection)・重複(reduplication)などによる。音素体系は、母音
/a/,/e/,/i/,/o/,/u/の５種、子音は、無声破裂音が/p/,/t/,/k/, 鼻音が/m/,/n/,/ng/［ŋ］, 摩擦音/wh/［f］,/h/, 流音/r/, 半母
音/w/の 10種である。方言に関しては、南島(South Island)方言、チャタム(Chatam)島方言は、すでに死語となった。
ロトルア(Rotorua)およびその周辺に分布する「中間方言」は、部分的には西部方言的、部分的には東部方言的な
特徴を示す。もっとも有力な方言は、西部方言に属するオークランド周辺のワイカト(Waikato)族や、その北のガプ
ヒ(Ngapuhi)族の言語である。これら部族の言語が、学校教育にも取り入れられ、「標準的」方言とみなされている 
(柴田 1992:16-21)。本稿では、特に断りのない限り、西部方言を記述する。 
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1.1.3. Foster(2000) 
 Foster(2000:34-41)でも前置詞 i を①場所、②運動の方向、③時、の用法に、ki を①場所、
②運動の方向、③注意の方向、の用法にそれぞれまとめている。 
 
1.1.4. 前置詞用法に関する先行研究のまとめ 
 以上の 3 つの先行研究の、前置詞としての i と ki の用法を次の表にまとめた。 
表 1. i の用法 
 場所 出所、起源 理由 同伴 所有 比較 動作主 過去 時       
Harawira ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
Foster ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ 
Bauer ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― 
表 2. ki の用法 
 場所 運動の方向 手段 対抗 ～によると 注意の方向 同等 
Harawira ○ ○ ○ ○ ○ ― ― 
Foster ○ ○ ― ― ― ○ ― 
Bauer ○ ○2 ○ ― ― ― ○ 
 
1.2. 他動詞文で使われる iと ki 
1.2.1. 動詞の分類 
   Bauer(1997)によると、マオリ語の動詞は、①neuter intransitives ②state intransitives 
   ③action intransitives ④canonical transitives ⑤experience verbs に分類することがで 
  きる。 
 ①～③は自動詞、④～⑤は他動詞である。ここでは、前置詞 i と ki を目的語の前にとる 
他動詞について考察する。 
 Bauer(1997)では、canonical transitives と experience verbs の分類をしている。 
この 2 つのグループの動詞には、はっきりとした境界線はないが、前置詞を使い分ける 
ことによって、区別される。 
以下は Bauer(1997:13-41)を筆者が日本語訳した上で要約している。なお、本稿の以下の
例文全ての例文番号および訳は筆者によるもので、グロスは Bauer(1997)に従う。グロスの
一覧は本稿末につけた。 
 
1.2.1.1. canonical transitives 
 マオリ語の他動詞の大部分は canonical transitives で、ここでの canonical は「最も典型 
的な」という意味である。また、他動詞文のほとんどは目的語の前に前置詞 i をとる。 
canonical transitives の文では、主語は行為者・動作主、目的語は対象である。 
                                                        
2 Bauer(1997)では、ki の「場所」としての用法は、運動を通して到達する場所と述べているので、表 2 の
「場所」・「運動の方向」の両方を○にした。 
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(1) Kei  awhina  a    Pani   i   a   Hera 
TAM   help      pers    Pani    DO   pers  Hera  
「パニ(人名)はヘラ(人名)を手伝っている」                          Bauer(1997:40)   
1.2.1.2. experience verbs 
 experience verbs(経験動詞)は、動作というよりは経験を表している。経験動詞は canonical 
transitives に比べるとかなり少なく、目的語の前には ki をとる。この経験動詞を使った文
の主語は動作主というよりは経験者で、目的語はもう 1 つの関係者であり、主語によって
影響を受けない。例えば、 
  (2) Ka   mōhio  taku  hoa   ki   te  tangata  rā 
     TAM     know   Ⅰsg   friend   DO   the    man      dist 
  「私の友達はその男を知っている。」                Bauer(1997:41) 
次に canonical transitive の文と experience verb の文を比較してみる。 
(3) Ka  kai  a   Hera  i   te  koura 
  TAM  eat   pers Hera   DO  the  crayfish 
  「ヘラはザリガニを食べる」                                   Bauer(1997:13) 
(4) Ka  kite  a   Hera  i   te  koura 
    TAM see    pers   Hera   DO  the  crayfish 
    「ヘラはザリガニを見た」                                   Bauer(1997:13) 
例文(3)の kai は canonical transitive なので、ザリガニは動作主ヘラの意志によって影響を
受けるが、(4)の kite は経験動詞で、ヘラがザリガニを見ても、ザリガニには何も影響がな
い。また、経験動詞を使った文での主語は必ずしも意志を持って何かを経験する必要はない。 
 経験動詞を使う文では前置詞は ki をとるという決まりがあるが、kite は例外的に i をと
る。Bauer によると、これは音韻的な理由からということだ。また、kite 以外には、次のよ
うな動詞が経験動詞として挙げられている。 
ariaria(resemble) hiahia(desire) hihiri(long for)  kite(see) mahara(recollect) mauahara(hate) 
maumahara(remember) mohio(know) pirangi(want) rongo(hear) tumanako(hope,expect) 
wareware(forget) whakakino(dislike)whakapono(believe) 
 上記の動詞の例から、経験動詞は実際の動作を伴わない、知覚や心理を表す動詞である
ということがわかる。 
1.2.2. Foster(2000)  
 Foster(2000)の文法書の他動詞の項目で、他動詞と共に使われる前置詞として、i と ki の
記述が見られた。以下、Foster(2000:34-35)を筆者が日本語訳した上で要約している。 
 Foster(2000)によると、マオリ語で他動詞文を作るときは、前置詞を使う。この時前置詞
は目的語の前に置かれ動作の意向を示す。 
  (5) I   patu  te    kōtiro  i    te  kurī 
TAM  beat   the     girl      DO   the   dog   
「その少女は犬を叩いた。」                    Foster(2000:34) 
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 (6) Kua  kite  ratou  i   te  kuini 
      TAM    see    Ⅲpl    DO  the   queen                    
  「彼らは女王に会ったことがある。」                                       Foster(2000:34) 
また、ほとんどすべての他動詞が前置詞 i をとるが、少数の他動詞は同じ用法で ki をとる。
その少数の他動詞としては以下のような動詞がある。 
hiahia(desire), pirangi(desire), tatari(wait for), tutaki(encounter) , mahara(remember),  
whakaaro(think), pai(like)   
                
 Foster(2000)では、これらの他動詞がどのような基準で分類されているのかについての記
述はなかったが、Bauer(1997)で経験動詞と呼ばれる他動詞と同じものがいくつかあるので、
これらも経験動詞のように目的語が主語の影響受けない、知覚や心理を表す他動詞として
挙げられていると考えられる。 
 
2. 研究方法 
 安倍(2000)のテキストをパソコンに入力し、i と ki の例を集め分類した。コーパスは全部
で約 2350 語である。  
  
2.1. 使用したテキスト 
 ①物語り 《He Pakiwaitara Hauika》Te mātāwai に収められている作者不明の童話。 
  ②物語り 《Ko Te Ata Rahi》Orbell, Margaret による The Traditional Māori Stories の中
の 1 つ。         
  ③新聞  《Te Rū-whenua ki Oropi》マオリ語新聞 Te Korimako より(1887 年の記事で      
      あるが、マオリ語で書かれた資料が少ないため本稿でも扱うことにした)。  
 ④演説  Foster, John の He Whakamārama より。 
 ⑤演説  Biggs, Bruce の Let's Learn Māori より、マラエ(ミーティングハウス)での演説。       
 ⑥聖書  《ルカ伝 11 章「主の祈り」》Te Pihopatanga o Aotearoa によるマオリ語訳され 
た新約聖書より。 
 ⑦演劇  《家の中で kei roto i te whare》Fransen, W, C の芝居 Taku Waimarie より、 
第 2 幕。 
 
2.2. 結果と考察 
テキストを分析した結果、全部で i が 98 個、ki が 91 個あり、そのうち i は 33 個が他動
詞の目的語を示し、65 個がそれ以外の前置詞の役割で使われていた。ki は 13 個が目的語
の指標、78 個が前置詞になっていた。  
 
2.2.1. 目的語の指標としての iと ki 
目的語を示す i・ki をとる他動詞には、次のような動詞が見られた。 
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表 3. i をとる他動詞 
 マオリ語 日本語 用例数 
inu 飲む    4 
riro 獲得する    3 
āwhina 助ける    3 
hāpai 振り上げる       2 
hōatu 与える    2 
hari 運ぶ    2 
kite 見る    2 
whakaako 教える    2 
ako 学ぶ    1 
kōrero 話す    1 
mahi 働く    1 
mihi 誉める    1 
muru 免除する    1 
patu 合格する    1 
tīmata 始める    1 
tuhituhi 書く    1 
whai 追い求める    1 
whakamārama 説明する    1 
whakangāwari 軽くする    1 
whakaora 救助する    1 
 
表 4. ki をとる動詞 
マオリ語 日本語 用例数 Bauer3 Foster 
mōhio 知っている  3 B  ― 
kitea 見られる 2 ― ― 
pīrangi 望む  2 B F 
hiahia 希望する  1 B F 
mahara 思う  1 B F 
tīmata 始める  1 B ― 
tukuna 許可する  1   B ― 
whakaae 同意する  1 ― ― 
whakarongo 聞く  1 B4 ― 
                                                        
3
 1.2 の先行研究で、Bauer(1997)経験動詞として挙げていた動詞には B、Foster(2000)が挙げていた動詞には F と記した。 
4
 Bauer(1997)では rongo「聞く」が挙げられていたが、whakarongo も rongo と同様に「聞く」という意味なので、表に
B を記した。whakarongo の whaka は「方向」や「理由」を表す接頭辞である。 
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 2.1.で挙げたテキスト中に、他動詞 tīmata「始める」の目的語指標として i と ki の両 
方が見られた。そこで、tīmata が canonical transitive と experience verb のどちらに入る 
のか、また、i と ki は文脈によって使い分けられるのかを分析してみる。 
 (7) Ka  tīmata  tēnei  tangata  i  tōna   mahi  ki  konei 
    TAM   begin    this       person    DO  Ⅲsg     work    at    here 
   「その人がここで仕事を始めることになっている。」   
 (8) ki te  tīmata  koutou  ki  tēnei  mahi  atawhai, 
      if      begin      Ⅱpl      DO   this     work    kindness 
   「もし皆様がこの好意ある仕事を始めれば、」 
例文(7)・(8)を比較すると、tīmata の目的語はどちらも mahi で「仕事を始める」という 
意味になっている。「仕事を始める(＝働く)」ということは、tīmata は canonical transitives 
に分類されると考えられるので、目的語の指標には i をとることになる。それ 
では、(8)で ki を使っているのはなぜだろうか。experience verb として捉えられているのだ 
ろうか。 
 
2.2.2. 前置詞としての iの用法 
 次に、テキスト中の前置詞としての i の使用をまとめると、表 5 のようになる。 
表 5. 前置詞 i 
テキスト 場所 出所・起源 理由 同伴 所有 動作主 過去 時 その他 計 
①  1    1      4    2 8 
②  17    2      5   24 
③  4    3  2      8 1  18 
④  1       1     4 6 
⑤         1  2   3 
⑥  1     1        2 
⑦     1      3  4 
 計  24    8  2     2  19 4   6  65 
 前置詞としての i は 65 例中、3 つの先行研究全てに挙げられていた「場所」を表す用法
が 24 例と最も多かった。次に「過去」の時制を表す用法が多かったが、本稿の例文ではグ
ロスは TAM(tense/aspect/mood marker)になっていて、先行研究でも Harawira(1994)以外では
前置詞と区別されている。そして英語の from にあたる「出所・起源」も 8 例と比較的多く
見られた。 
 
2.2.3. 前置詞としての kiの用法 
 テキスト中の、前置詞としての ki の使用は次の表 6 のようにまとめられる。 
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表 6. 前置詞 ki 
テキスト 場所 運動の方向 手段 対抗 ～によると 注意の方向 同等 その他 計 
 ①  1    7       4 12 
 ②  1    8      1  3 13 
 ③  6    5       11 
 ④     7      1    4 12 
 ⑤  3    5       1 9 
 ⑥  2    2      1  5 
 ⑦  4   12       16 
 計  17   46      1   2  12 78 
 Bauer(1997)で「ki は運動の前置詞と呼ばれることがある」と述べられていたように、78
例中「運動の方向」の用法が 46 例と圧倒的に多く、次いで「場所」が 17 例であった。 
 
2.2.4. 「場所」の iと ki 
 前置詞の用法で、「場所」は i と ki の両方に見られるが、使い方に何か違いがあるので 
はないかと考え、分析をするにあたって、まず次のような仮説を立ててみた。 
① i は存在の場所を表す。 
② ki は「運動の前置詞」と呼ばれることから、動作の行われる場所や、到達点としての
場所を表す。上記の仮説を実証するために、テキストからいくつかの例を取り出して、
表す場所の違いを比較した。 
(9) Ka  noho  Te‐Atarahi  i  Hauraki 
    TAM   live     Te‐Atarahi     in  Hauraki 
  「テ・アタラヒ(人名)はハウラキ(地名)に住んでいる。」      テキスト② 
(10) ...mātou  Matua  i  te  rangi, 
      Ⅰpl       father    in  the   sky 
   「天にいます私たちの父、」                   テキスト⑥ 
(11) I    te   taenga  atu  ki  te  whare 
    TAM  the    arrival    away  at   the   house 
   「家に到着した。」                       テキスト① 
(12) Kua  puta  he  rū‐nui     ki  ngā  tini  wāhi 
    TAM    occur   cls  earthquake‐big  in  the(pl)  many  place 
   「多くの場所で、大地震が発生した。」              テキスト③ 
 4 つの例文から、(9)・(10)の i は英語の in にあたるもので「～にいる」という存在を表 
し、(11)・(12)の ki も英語の in や at の意味で使われているが、動作が起こった場所や到達 
点を表しているということがわかった。 
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3. おわりに 
 前置詞としての i と ki には、先行研究で挙げられていてもテキストからは収集できなか 
った用法がいくつかあった。また、先行研究の分類に入らないものも全部で 18 例見られた 
が、i の「場所」や ki の「運動の方向」としての使用が多く見られ、どの先行研究でも挙 
げられていたように主な用法であることが確認できた。その中で、i と ki の両方に見られ 
る「場所」を表す用法では、i は存在の場所を表し、ki は動作の行われる場所・到達点と 
しての場所を表しているということが明らかになった。 
 他動詞の目的語指標としての i と ki では、テキストから収集できた数が i は全体の 1/3、 
ki は全体の 1/7 と少なく、1 つのテキストに同じ他動詞が数回使われているので、他動 
詞の種類もあまり多くなかった。しかし動詞を比較すると、tīmata「始める」以外は i をと 
る canonical transitives と ki をとる experience verbs に分かれていて、Bauer(1997)で 
experience verb にも関わらず例外的に i を目的語の指標にとる kite「見る」についても、テ 
キストから確認することができた。 
 今後は、本稿で明らかにすることができなかった、canonical transitive で i と ki の両方 
をとる tīmata「始める」や、experience verb で i をとる kite「見る」などの他動詞が他にも 
あるのか、また、文脈から違いが出てくるのかということについて研究していきたい。 
 
グロス一覧 
Ⅰsg: first person singular    cls: classifying particle       
Ⅰpl: first person plural      dist: distant from speaker and hearer 
Ⅱpl: second person plural    DO: direct object 
Ⅲsg: third person singular     pers: personal article 
Ⅲpl: third person plural     TAM: tense/aspect/mood marker 
                                                          (Bauer 1997 より引用) 
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